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｢育つ」｢育てる」｢育ち合う」

保育とは、単に保育所や幼稚園で子どもと過ごすことを言うのではない。育つものと育てるものとが、時に役割
の逆転も含みながら直接的にかかわり、主体的、創造的に展開していく営みである。子どものからだやこころの
発達を理解し、また、保育の歴史や保育観の変遷なども見ながら、育つもの育てるものが共に生き生きと生きる
ために必要な事柄や現代的課題について、総合的に学んでいく。

１．保育とは何か
　（保育について知ってること・知りたいこと）　
２．保育の場や保育制度について
３．子育てや保育の歴史
４．子ども観（子どもへのまなざし）の変遷
５．からだの発達・こころの発達
６．子どもの生活・子どもの遊び
７．子どもと自然

　８．子どもを取り巻く人々
　９．子どもと社会
１０．共に在る時を豊かに生きる
１１．現代の保育と課題
１２．育児不安や児童虐待
１３．子育て支援（育ちあい、助け合いの視点から）
１４．共に生き、共に社会を作るものとしてのわたし
　　　たち
１５．まとめと展望

教）津守眞・津守房江著『出会いの保育学―この子と出会ったときから―』ななみ書房
参）江波諄子『キーウェイディンの回想』文芸社

授業への出席、受講態度、毎回提出の感想用紙、最終レポートにより、総合的に評価します。

学ぶことへの喜びと希望をもって学んでください。こころをたくさん動かしながら主体的に授業に参加してほし
いと思います。

http://www.icc.ac.jp/


